




















但し、母音音素は６つ（/i, ɨ, ə, a, o, u/）で、子音音素は２２個（/b, p, t, d, tˀ, k, 

























 呼称詞3    zjuutaa「お父さんたち」（zjuu）
 それ以外の名詞 nkja warabɨnkja「子供たち」（warabɨ）



























































































１人称 waa jaa「私の家」 waakjaa jaa「私たちの家」
２人称 尊敬 naa jaa「あなたの家」 naakjaa jaa「あなたたちの家」










waa kja「私たち」、naa jaa「あなたの家」と同様にnaa kja「あなたたち」と予



































することであるため（Matthews 1991 ［1974］: 106-107; Haspelmath 2010: 22-23）、
確かにkjaとnkjaを同一形態素の異形態とみなす分析は可能である。また、その
使い分けも、異形態の交替において一般的な「音韻的条件」（‘phonological 
conditioning’; Haspelmath 2010: 25）ではなく、「語彙的条件」（‘lexical conditioning’; 
Haspelmath 2010: 26）に依っているというだけであり、最初のnの有無も、音韻
的条件によっては予測不可能だが、（英語のbuy/boughtの交替のような）「弱い
補充法」（‘weak suppletion’; Haspelmath 2010: 25）とみなせば特に問題はない。
また、異形態のkjaは人称代名詞にのみ後接し、接辞としてふるまう一方、異形
態のnkjaが普通名詞だけでなく動詞の一部にも後接し（５．１節の例文 （４）を
















































１人称 wa-n「私」 wa-ttəə「私たち二人」 waa-kja「私たち」
２人称 尊敬 na-n「あなた」 na-ttəə「あなたたち二人」 naa-kja「あなたたち」


































-: 接辞境界 =: 接語境界
CSL: causal（理由） NP: noun phrase（名詞句） PST: past（過去）
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２  （１）に示した「前接する名詞」の語彙の種別は、通言語的に「名詞句階層」
（Silverstein 1976: 122; 角田 2009 ［1991］: 41）、animacy hierarchy（Croft 2003: 130; 







５  湯湾方言の先行研究である内間・中本・野原（1976）にも kja、nkja にあたる形式
は現れるが、それに対してどのような分析が為されているのかは判然としない。同
書では、本稿の nkja がすべて「ŋkjaː」のように語末が長母音の形で表れている（も








６  kɨɨ > kɨ の変化は音韻規則による。具体的には、長母音の直後に、母音（または接
近音）を伴わない子音（この場合は属格の異形態の n）が後続すると、その長母音
は短母音になる。
７  指示代名詞は arɨ「あの人」（単数）、attaa「あの人たち」（複数）のような形を取る。
また、子音連続の直前の長母音は短母音になるという音韻規則により taa ＋ nkja > 
ta nkja となる。
（にいなが・ゆうと　成城大学非常勤講師）
